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ESD-J の中期活動ビジョン
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■では、次ページから、2006年度の活動をのぞいてみよう……

図解  ひと目でわかる！　ESD-J の　　 活動内容
 

「ESD-J ってどんな活動をしているの？ 会員になったけど、具体的にどう参加したらいいかわからない」「国連もか
かわってるし、持続可能っていう言葉は大切な気がするけど……」。そんなわかばマークのあなたに知ってもらいた
い、ESD-J の活動内容――。
ここで紹介するプロジェクトへの参画は、どなたにもオープン。関心ある方は事務局までお気軽にご連絡を。

■ ESD-J とは？
ESD-J とは、日本で ESDをすすめるためのネットワーク組織（2003 年発足）。「ESDの 10年」という
国連の教育キャンペーン（2005 ～ 2014 年）を追い風に、環境教育・開発教育・人権教育といった、
社会的なテーマにかかわる教育活動を展開している団体や個人が、ともに手をつないだのである。持続
可能な社会の実現を合言葉に、以下のような活動を行っている。

情報発信

情報発信情報発信

その 1  地域における ESDの活動支援。「つなぐしくみ」をつくる
 →地域ネットワークプロジェクト　⇨ 62 ページ

その 2  政府や自治体に対して、よりよい政策を提案する
 →政策提言プロジェクト　⇨ 94 ページ

その 3  アジアを中心に ESDにかかわる国際的なネットワークをつくる
 →国際ネットワークプロジェクト　⇨ 142 ページ

その 4  ウェブサイトや機関紙「ESDレポート」など、各種メディアをとおして ESD情報を発信する
→情報共有プロジェクト　⇨ 122 ページ
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地域ネットワークプロジェクト　～地域のESDを推進するしくみづくり

●地域ミーティングを全国 12ヵ所で開催　⇨ 62 ページ

地域のさまざまな活動主体をつなぎ、ESDの理解向上や ESDを広げる戦略づくりなどの議論を目的に、
地域ミーティング（ステップ 1）を 8ヵ所で開催。今年度は、これまでに地域ミーティングを開催した
地域のステップアップ支援も 4ヵ所で実施した（ステップ 2）。

土気
66ページ

久留米
78ページ

水俣
68ページ

高知
64ページ

石川
70ページ

関東
80ページ貝塚

74ページ

北信越
86ページ

大野・垂水
76ページ

岡山
82ページ

松戸
72ページ

日野
84ページ

● ESDシナリオづくりプロジェクトを実施　⇨ 2 ページ

ESDにつながる教育活動に取り組む全国レベルの団体（9分野 14団体 20名）の方々とともに、現在自
分がかかわっている○○教育に ESDを活かすためのシナリオづくりを実施した。
<参加教育分野 > 人権教育、福祉教育、環境教育、食農教育、青少年育成、国際理解教育、平和教育、
 キャリア教育、ジェンダー教育

ステップ
1開催地

ステップ
2開催地

図解  ひと目でわかる！　ESD-J の　　 活動内容
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政策提言プロジェクト　～ESDをすすめる政策づくり

●環境省 ESD促進事業をサポート　⇨ 96 ページ

ESDの「内容」と「しくみ」のモデルづくりを目的に、全国から 10地域が選出され、各地域で ESD事
業を模索（採択地域は 101ページ参照）。ESD-J はこの事業の全国事務局を担い、ESD推進にどのよう
な施策や支援、しくみが有効かを実践を通じて検証した。

● ESD情報交換会を開催　⇨ 108 ページ

ESD 関連省庁・機関の ESDの動向について、さまざまな立場
からの取組みを紹介し、意見交換を実施した。
【参加省庁・機関】
環境省、文部科学省、外務省、農林水産省、経済産業省、国土
交通省、国連大学高等研究所、ユネスコアジア文化センター

● ESD円卓会議 in 岡山開催　⇨ 110 ページ

官民協働による ESD円卓会議を岡山で開催。環境省や文部科学省の ESD担当者を招き、国と地方がう
まく連携して ESDを促進していくためのコミュニケーションの場となった。

●統一地方選挙に向けた緊急アピール　⇨ 112 ページ

2007年 3月、春の統一地方選挙の立候補者に対し、緊急アピールまたは公開質問状
を送付し、各候補者に ESDを意識してもらい、各自の政策のなかに ESDが組み入れ
られるように働きかけた。

● ESD関連施策の調査　⇨ 114 ページ

2007 年度予算の政府案が発表された 1月中旬、ESDを始めようとする地域や団体が活用できる可能性
のある施策や予算を調査。文科省、環境省、農水省、林野庁、経産省など 10の施策を選出した。
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統一地方選挙候補予定者のみなさま

特定非営利活動法人
「持続可能な開発のための教育の 10年」推進会議（ESD-J）代表理事　阿部　治

告示日を目前に、選挙の報道もますます熱を帯びてまいりました。私ども特定非営利活動法人「持続可能な

開発のための教育の 10年」推進会議は、今後の社会づくりでもっとも重要な課題のひとつである持続可能な

社会づくりに関する、緊急アピールを各陣営のみなさまに提出することにいたしました。
地域社会をどう作り上げていくかという点で、持続可能性（sustainability）は極めて重要な要素となって

いくと考えます。この分野における候補のみなさまのお考えは、有権者にとって今回の統一地方選挙での重大

な選択肢であると理解しております。選挙で大変お忙しい最中と存じますが、持続可能な開発のための教育（ESD：Education for Sustainable 

Development）に関して、ぜひ広く政見を有権者に開示しご説明いただけますように、心からお願いするも

のです。

2007年統一地方選挙に向けた緊急アピール◇主文
　「持続可能な社会」を実現するための施策を聞かせてください！

◇呼び掛け
政府の『わが国における「国連持続可能な開発のための教育の 10年」実施計画』（ESD実施計

画）をご存知でしょうか。内閣官房、外務省、文部科学省、環境省など 11省庁府が連絡会議を設

定し、2014年までに一人ひとり、各主体が持続可能な社会づくりに参画するようになることを目

標に、普及啓発から幅広い実践に取り組んでいます。 ESD 実施計画：　　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokuren/index.html
この ESD 実施計画の内容が、貴陣営の公約・マニフェストに入っているでしょうか。政府の連

絡会議や実施計画に対応した、　　　　　における推進体制や実施計画をつくる考えをお持ちで

しょうか？
また、教育施策の中にどのように ESD を取り入れようとお考えですか？
文部科学省では「あらゆる領域から、学校教育、学校外教育を問わず、教育・啓発活動を推進

する必要がある」としていますが、　　　　　ではどのような取り組みを展開されますか。

こういった実施計画を作成するにあたって、NGO/NPO との協働が不可欠と考えますが、どの

ように取り組みますか？
以上の諸点について、ぜひ具体的な政策をお聞かせいただけるようにお願いする次第です。

特定非営利活動法人「持続可能な開発のための教育の 10年」推進会議　
〒 150-0001　東京都渋谷区神宮前 5-53-67　コスモス青山 B2FTEL：　03-3797-7227　　FAX：03-6277-7554　　　esdseisaku@esd-j.org　　　　　　　http://www.esd-j.org/8　　ESD-J

       2007年 3月 20日
候補者のみなさま

特定非営利活動法人
「持続可能な開発のための教育の 10年」推進会議（ESD-J）
代表理事　阿部　治

2007年統一地方選挙に向けた公開質問状へのご協力のお願い

前略　知事選告示日を目前に、選挙の報道もますます熱を帯びてまいりました。私ども特定非営利活動法人「持
続可能な開発のための教育の 10年」推進会議は、今後の社会づくりでもっとも重要な課題のひとつである持続
可能な社会づくりに関する公開質問状を各陣営のみなさまに提出することにいたしました。
地域社会をどうつくりあげていくかという点で、持続可能性（sustainability）は極めて重要な要素となって

いくと考えます。この分野における知事選候補のみなさまのお考えを、幅広く伝えることは、政策提言を活動の
柱としている本組織の重要な役割と考えています。
選挙で大変お忙しい最中と存じますが、以下の諸点に関して、お答えをいただきたくお願い申し上げます。い

ただいた回答は、本組織のネットワークを通じて、ホームページ等で広く有権者に提供するものとします。
なお、ご回答は、3月 31日を目処に別紙回答用紙にて、FAX または郵送にて返送をお願いします。

草々

記

2007年統一地方選挙に向けた公開質問状

質問 1　 政府の『わが国における「国連持続可能な開発のための教育の 10年」実施計画』（ESD実施計画：
ESD=Education for Sustainable Development）を知っていますか？

  1：はい　　2：いいえ
　  　　　　*ESD実施計画：http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokuren/index.html

質問 2　 ESD 実施計画の内容をマニフェストに入れていますか？
　　　  　1：はい　　2：いいえ
　　　 　ESD の普及発展のためになにを重要だと考え、実施しようと考えておられますか？　その理由も

お聞かせ下さい。

質問 3　 政府は省庁連絡会議を設置し、実施計画を作成していましたが、貴自治体では首長を本部長とした
推進体制をつくる考えはありますか？

　　　  　1：ある（どのように）
　　　　  2：ない（その理由は）

質問 4　 教育施策の中にどのように ESD を取り入れようとお考えですか？
　　　　 文部科学省では「あらゆる領域から、学校教育、学校外教育を問わず、教育・啓発活動を推進する

必要がある」としていますが、貴自治体ではどのような取り組みを展開されますか。

質問 5　 実施計画を作成するにあたって、NGO/NPOとの協働が不可欠と考えますが、どのように取り組みますか？

ご返答先・お問い合わせ
特定非営利活動法人「持続可能な開発のための教育の 10年」推進会議　

〒 150-0001　東京都渋谷区神宮前 5-53-67　コスモス青山 B2F
TEL：03-3797-7227　　FAX：03-6277-7554　
esdseisaku@esd-j.org　http：//www.esd-j.org/

環境省地方事務所

協議会形式による事業の実施

採択地域

地域の ESDを推進する協議会
（NPO、行政、大学、学校、農林漁業者、企業、市民等）

協力協力

支援 /報告

事業進捗のヒアリング、専門家に
よる助言・サポート、成果の抽出

地域ブロックの各地へ成果を普及

全国事務局
（ESD-J）



情報共有プロジェクト　～ESDにかかわる情報を発信・共有する

●ESDレポートの発行　⇨ 126 ページ

ESDの今を伝える「ESDレポート」を 6月、11月、1月、3月の 4回発行した。

● ESD入門テキストブックの発行　⇨ 128 ページ

一般向けのわかりやすい ESD入門ブックを作成・発行（『未来をつくる「人」
を育てよう』）。初版 5,000 部印刷、3月末現在約 3,800 部受注した。

● ESD-J ウェブサイトの運営　⇨ 124 ページ

イベント案内、政府の動向などを随時掲載するとともに、
「ESDレポート」に掲載したコンテンツ、ESD-J の各プ
ロジェクトチームの取組みを必要に応じて掲載した。
（アクセス数：月間平均約 30,000 ページビュー）
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国際ネットワークプロジェクト　
  ～アジア・太平洋地域でESDのネットワークづくり

インドネシア

インド

日本

中国

韓国

ネパール

フィリピン

AGEPP 参加国

● Asia Good ESD Practice Project（AGEPP）スタート　⇨ 144 ページ

トヨタ環境活動助成プログラムとして採択された 3年間の
プロジェクト。日本を含むアジア 7ヵ国の ESD事例を収集、
多言語で利用可能なウェブサイトへ掲載し公表した。

● ACDアジア協力対話における「第 3回環境教育推進対話」を共催

外務省主催の当対話では、2004 年より ESDをテーマ
に意見交換を実施している。今年度 ESD-J は共催団体
となり、オープンフォーラムに参画。日本政府による
実施計画の公表セレモニーも行われた。

・ 持続可能な農村生活のため
の環境管理　⇨ 152 ページ

・ 持続可能な生計手段として
のエコ事業　⇨ 154 ページ

・ ごみ処理の教材で
コミュニティに
ESD的活動が浸透
⇨ 157 ページ

・ 中国初！NGO・住民・地方政
府による流域管理プロジェク
ト　⇨ 159 ページ

・ 持続可能なマングローブ環境
教育　⇨ 161 ページ

・ 美しい市民活動で不要物の活用を
めざす　⇨ 163 ページ

・ 霞ケ浦流域の環境保全と持続
型社会の構築をめざす市民型
公共事業　⇨ 165 ページ

・ 川の環境から地域ぐるみの
ESDへ　⇨ 167 ページ

・ コミュニティ農業のしくみ　　
⇨ 146 ページ

・ 先祖伝来の土地を守り育てる、
組織とプログラム

　⇨ 148 ページ
・ バドゥイ族コミュニ
ティの持続可能な生活
⇨ 150 ページ


